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て要望しているところであり、今後も引き続 

き、日中支援加算のさらなる充実等、グルー

プホームの安定した事業運営が図れるよう 

な十分な財政的支援や制度の充実等につい

て、国に対して要望してまいります。  

本市では、障がいのある方等の自立と社会

活動への積極的な参加促進のため、障がい 

の程度等に応じて大阪メトロと大阪シティ

バスでご利用いただける無料乗車証または

割引証を交付しております。 

無料乗車証または割引証については、交通

事業者である大阪メトロや大阪シティバス 

が実施している料金割引制度に加えて、本市

が上乗せで割引措置を行っております。 

具体的に、介護人への割引について、大阪

メトロまたは大阪シティバスの割引の対象 

となりますのは、障がい者１人に対して１人

とされており、車いすを使用するときは２ 

人の介護人をつけることができるとなって

おります。 

今後とも、障がいのある方等の自立と社会

活動への積極的な参加を促進するという、 

本市制度の目的をより一層果たしていくた

め、より良い制度のあり方について検討し 

てまいります。 
 

ここから★ 

 

 

 

去る３月６日、利用者さんお二人と一緒に「令和５

年度大阪府就労継続支援事業所優良取組表彰」の授賞

式に参加するため大阪府庁に行ってきました。 

この表彰は大阪府内１４５２箇所の就労継続支援Ｂ

型事業所の中で特に優秀な取り組みをした事業所に贈

られるもので、昨年度より吉村知事の発案で始まった

ものです。この日は知事出席の下、港第二育成園を含

め３箇所の事業所が表彰されました。 

港第二育成園の受賞理由は令和４年度に平均工賃が

月額で約４０％上がったからで、こんな事業所は大阪

府内でも無いとお褒めいただきました。 

工賃が上がった理由は３つあります。１つ目は３年

前から始めた製菓作業がコロナの影響が少なくなり、

急速に販路ができたことです。２つ目は発注先企業の

皆さんとお話しして作業の単価を見直したからです。

企業の皆さんに作業の様子を見ていただくと、きっち

り仕事をしていると感心していただき、単価交渉にも

応じていただけました。３つ目は作業の仲介を増やし

たことです。実は港第二育成園では発注を捌ききれず

お断りしていることがありました。そこで単独で作業

を請けるのが難しい法人内外の生活介護事業所に仕事

を仲介し、計量・検品の手数料をいただくことで、企

業様・他事業所・港第二育成園のみんなが嬉しい仕組

み作りに取り組みました。 

当日は吉村知事より直接表彰状を頂きました。又、

知事に「うちのエースたちです」と出席した二人の利

用者さんをご紹介すると、気さくに話しかけていただ

きました。「今は北陸の地震の復興で忙しいです」と答

えた利用者さんに「ありがとうございます。頑張って

ください」と労っていただき、みんな嬉しそうなお顔

をされていました。 

私は今回表彰を頂けるほど工賃が上げられたのは、

港第二育成園３０年間の歴史の中で、利用者の皆さん

さん・スタッフの築き上げてこられたものがあり、我々

がしたのは視点を変える事に過ぎなかったと思います。

歴代の港第二育成園のメンバーに敬意を表するととも

に、今回お祝いいただいた皆様に感謝申しあげます。

ありがとうございました。 

【吉村知事から表彰状を授与／大阪府庁にて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２７日・２８日に愛媛県県民文化会館で、第８

回全国手をつなぐ育成会連合会全国大会・愛媛大会が

４年ぶりに参集式で開催されました。 

前回の２月号で全体会と本人大会について掲載しま

したので、今月号では第１から第３分科会の報告を掲

載します。 

なお、今回の大会において元理事の角森佐岐子氏が

育成会に対する長年の功績を称えられ、全国手をつな

ぐ育成会連合会より表彰状の授与がありました。 

令和５年度大阪府就労継続支援事業所優良取組 

表彰を受賞しました 

    港第二育成園 管理者 杉原 浩司 

第８回 全国手をつなぐ育成会連合会 全国大会 

愛媛大会が開催されました 

             

 


